
令和７年１２月

徳島県 河川政策課

正法寺川流域水管理行動計画について
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概要
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水管理条例 とくしま流域水管理計画

⚫ 本条例は、気候変動による影響が懸念される中、
県民の生命、身体及び財産を保護するとともに、
本県における「水戦略」の考え方を明確化し、水管理の

「道標」となるもの

水管理条例とは H29.4 施行

⚫ 県民の安全・安心が確保できる強靱な県土づくり
⚫ 県民が健全な水循環の恩恵を最大限に享受できる社会づくり
⚫ 水教育の推進

基本理念

⚫ 水管理を総合的かつ計画的に推進するため、県の全域及び
規則で定める流域ごとに計画を定める

⚫ 水管理に関する課題、目標、水管理の推進に関し必要な事
項を定める

⚫ 県民、学識経験者、関係行政機関その他の関係者の意見を
反映することができるよう必要な措置を講ずる。

第７条 水管理条例

５つの柱

（ 住民団体等の一般県民）

（ 県内全市町村、国、県）

（ 学識経験者 ）

未来へ紡ぐＯＵＲ（あわ）の水会議

住民目線で意見や提案

専門的な意見や提案

計画素案とりまとめ

とくしま流域

水懇談会

とくしま流域

水管理協議会

とくしま流域

水管理委員会

３つの基本理念に則り、
水管理を推進する施策を

 ５つの柱」で構成 水教育

利水治水

水循環及び環境

災害対応
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羅針盤

流域単位で地域の皆様とともに幅広く「課題」を拾い
出し「具体的な取組」や「各々の役割分担」を
明確にする「流域水管理行動計画」を策定

水管理の



大谷川

治水

災害対応

水循環
及び環境

明連川 河内谷川

治水

鳴門市 美馬市 三好市

水循環
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勝浦川
（福川）

上勝町

治水

災害対応

坂本川

水循環
及び環境

勝浦町

治水

災害対応

正法寺川

藍住町

水循環
及び環境

水教育

災害対応反映

利水

那賀川
（仁宇・阿井）

那賀町

広岡川

海陽町

母川

海陽町

治水

水教育

水循環
及び環境

利水

清流ルネッサンスⅡ
(H31.3)

治水

災害対応

治水

災害対応

水循環
及び環境

水教育

治水

災害対応

水循環
及び環境

水教育

水教育

治水

災害対応

水循環
及び環境

流域水管理行動計画 教育

環境

まとめ

概要
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現在、県内９河川で策定

「清流ルネッサンスⅡ」を引き継いだ

「正法寺川」流域水管理行動計画

について発表

今回の発表では



正法寺川の概要 教育

環境

まとめ

概要

5

⚫一級河川 吉野川水系 正法寺川
（県管理河川）

⚫流域面積 A=8.05km2
⚫流路延長 L=5.2km

全国多自然川づくり会議

正法寺川

旧吉野川

吉野川正法寺川は、
・水源としての山を持たない都市河川
・生活雑排水などの影響で水質悪化



正法寺川の概要 教育

環境

まとめ
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全国多自然川づくり会議

正法寺川

旧吉野川

吉野川

正法寺川

旧吉野川

吉野川

・昭和４３年度から河川改修
・河口から３ｋｍまで改修完了

上流側

下流側

正法寺川



正法寺川の概要 教育

環境

まとめ

概要

旧吉野川からの導水（H5～）

直接浄化施設（H14～）

正法寺川

支川 本村川

潮止堰 吉野川

旧吉野川
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大型商業施設

藍住中学校

藍住北小学校

藍住西小学校

全国多自然川づくり会議



8



0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

B
O
D
(m
g
/L
)

春 夏 秋 冬 平均

水質調査の実施【県】

⚫測定項目：BOD（生物化学的酸素要求量）
⚫調査時期：春（４月）夏（７月）

秋（10月）冬（１月）
⚫水質目標：BOD ５mg/L以下

調査概要
調査地点

調査結果（H29～R6）

目標値 5mg/L
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教育 まとめ

環境概要
全国多自然川づくり会議



旧吉野川からの導水【町】

高瀬橋

導水施設

正法寺川

吉野川

旧吉野川

導水状況（R7.6.18）

教育 まとめ

環境概要
全国多自然川づくり会議
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支川 本村川
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学校などにおける水教育【地域住民・町・県】

⚫実施日 ：令和６年７月５日（金）
（２回目は11月15日）

⚫実施場所：藍住町立 藍住北小学校
⚫対象 ：小学５年生（86名）
⚫主催 ：正法寺川を考える会

河川環境学習

学習状況
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• 大きい魚や小さいエビなど沢山の生き物がいて驚いた。
• 川だけで生活する魚や、海と川を移動する魚がいることがわかった。

参加者の声

教育

環境

まとめ

概要
全国多自然川づくり会議



学校などにおける水教育【地域住民・町・県】
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教育

環境

まとめ

概要
全国多自然川づくり会議



魚道の設置【地域住民・大学・県】
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教育 まとめ

環境概要
全国多自然川づくり会議

⚫調査項目：魚類、底生動物、両生類、は虫類
⚫調査時期：夏、秋
⚫調査地点：St.1（汽水域）、St.2（湛水域）

調査概要（R1～）

St.1

St.2



魚道の設置【地域住民・大学・県】
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教育 まとめ

環境概要
全国多自然川づくり会議

V型 波状管型

1.6m

1.0m

a）V型魚道 b）波状管型魚道
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堰板 堰板
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タイリクバ
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18%
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カワアナゴ
6%

シマヒレヨ

シノボリ
6%

ヨシノボリ

類
29%

波状管型魚道遡上個体数

個体数 n= 17

タイリクバ
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32%

オイカワ
26%

モツゴ
10%

シマヒレヨ

シノボリ
6%

ヨシノボリ類
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その他
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V型魚道遡上個体数

個体数 n= 31

テナガエビシマヒレヨシノボリ

コウライモロコ

カワアナゴ ミナミテナガエビ

スジエビ

ミゾレヌマエビモクズガニ

オイカワ

タイリクバラタナゴ

通し回遊

純淡水
モツゴ

仮設魚道① 短水路型

課題 魚道内の流速（魚道勾配１：３）



魚道の設置【地域住民・大学・県】
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教育 まとめ

環境概要
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仮設魚道② 長水路型

魚道勾配１：１０

遡上したカワアナゴ

遡上したニホンウナギ

緩勾配かつ低流速の構造がこれら魚類の遡上を促進



魚道の設置【地域住民・大学・県】

17

教育 まとめ

環境概要
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魚道の設置【地域住民・大学・県】
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R３仮設① R５仮設②

R７～R８本設

魚道の設計完了
非出水期に向け発注

 → 着工
R８に完成予定

→ 効果を調査

R6 R7 R8

教育 まとめ

環境概要
全国多自然川づくり会議



目標とする将来像の実現に向けて

各主体の役割

正法寺川流域水管理行動計画の推進にあたっては、地域住民、大学、行政など
すべての主体が一体となってそれぞれの役割に応じて

積極的に取り組むことが必要。

正法寺川を考える会
地元小学校

徳島大学・徳島県 藍住町・徳島県
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民官学一体となって取組を推進

まとめ教育

環境概要
全国多自然川づくり会議



主な関係者
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まとめ教育

環境概要
全国多自然川づくり会議

⚫ 徳島大学環境防災研究センター 上月教授

アドバイザー

⚫ 正法寺川を考える会

地域の関係団体

⚫ 株式会社フジタ建設コンサルタント

調査設計関係者

⚫ 国土交通省、藍住町

行政



お知らせ
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まとめ教育

環境概要
全国多自然川づくり会議

悠久の大河と歩む阿波の“刻”が語る
～治水の功がもたらす恵みと未来への想い～

シンポジウム 令和８年10月27日（火）
現地見学会 10月28日（水）
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